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・お月見＆コンサートなど  ‥‥‥‥‥‥ １ 

・トピックス 旧役場活用ＷＳなど  ‥‥‥  ２ 

・協議会の動き  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ２ 

伊深まち協HPアドレス  http://ibukamachi.com 

参加者募集!!  

 
 

 

 

 

 

 

 

●主 催： 伊深まちづくり協議会 

●と き： ９月９日（土） 

●ところ： 伊深小体育館 

●参加資格： どなたでも 

※詳しくは９月の広報、伊深まちづくり協議会 HPでお伝えしま 

 す。 

 

 これに関連して、 

 だんご汁＆五目ずしづくり講習会 を開きます。 

●日 時： ９月９日（土） 13:30～15:00  

●場 所： 中切公民館 

●内 容： だんご汁＆野菜たっぷりの五目ずし 

●参加資格： どなたでも 

●参加費： 200円 

●持ち物： 調理できる服装 

 

伊深ごはん研究会 

8月の調理活動を以下の日程で開きます。興味・関心

のある方ならどなたでも参加していただけます。 

お申込みは 伊深連絡所まで。📞29-1395 

●と き： ８月２９（火） 9:30～ 

●ところ： 別所公民館 

●内 容： えんねパン、七色汁（夏野菜を使ったお汁）、

季節の料理など 

 

 

 

伊深 
まちづくり協議会 だより 

 

  

  お月見&コンサート の日程が決定 

今年もお月見＆コンサート（第３回）を実施することになりました。お楽しみのコン

サートは美濃加茂出身のシンガーソングライター 田中滋人さん。 お月見についても

より広い地域の習わしをご紹介する予定です。ぜひお出かけください。 

 

今月の回覧文書

でもご案内して

いますのでご確

認ください。 

 
（前回 6.20のようす） 
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■ 協議会の動き 

７月定例会のあらまし 

7.25（火）に開いた 7月定例会では主に次の

ことを協議・検討しました。 

●協議：  

１．お月見＆コンサートについて 9.9（土）

に実施することとし、細部について関係委員

で検討する。 

 

２．かかしアート展・講習会について 今秋

にアート展を実施する。これに向けた講習

会を 10.14（土）に実施することとし、細

部についてはなお関係委員で検討する。 

３．その他 

地域内での最近のトピックスを紹介します 

7.8（土） 旧役場の活用 ワークショップ第 2回が開かれました  

「旧役場の活用を考えるワークショップ」第 2回が 7.8（土）の昼に開かれ、伊深住民、市関

係職員、早稲田大学の古谷誠章教授および同研究室の学生さんら合わせて約 50 人が参加しまし

た。 

ワークショップでは前回をふまえ、より重点的に盛り込みたい機能や使い方について 4つのグ

ループに分かれて話し合いと発表が行われ、古谷教授からは改修後の活用について「学びの寺子

屋」「写真館」「村長室を子ども議会に」などいくつかのアドバイスをいただきました。今後、こ

れらの提言をできるだけ生かしながら実施設計が行われることになっています。 

また、この施設の運営者の募

集が 8 月から行われることに

なり、詳細は市の HP などで

公表される予定です。 

 

 

 

 
 

7.10（月） 伊深小学校で「防災キャンプ」の準備着々  ― 10.6-7 の本番に向けて ― 

伊深小学校では今年度の重要テーマとして「防災キャンプ」が

10.6－7に計画されており、これに向けた準備が着々と進んでい

ます。これはこの地域に甚大な被害をもたらした 8.17 豪雨から

50年を迎えることなどから、国の助成事業も活用し、子どもたち

の「自助・共助」の意識を高めようと計画されているもので、第

1回の実行委員会が 7.10（月）に開かれました。委員会では計画

の概要が説明され、委員からは実行に当たって更に配慮すべきこ

となどいくつかの意見が出され、本番までに肉付けされることに

なりました。7月の下旬には各地で豪雨被害が発生しており、今

回の取り組みはタイムリーなものとなりそうです。 

 
      

 

 
（同小での命を守る訓練） 

 

 

  


